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規制によってかかったコスト

800倍以上！

トランプ氏は「アメリカを再び偉大に（ Make America Great 
Again）」をスローガンとしていますが、「この国を再び偉大にするの
は宗教である」とも語っています。そして選挙期間を通じて繰り返し

「創造主」や「全知全能の神」への信仰の大切さを訴えてきました。
そうした宗教的信念のもと、トランプ氏は「自由は政府からではなく
神から与えられる」として、一貫して政府や官僚の権限を強めること
に反対しています。それがバイデン政権と真逆の「小さな政府」といっ
た政策として表れています。さらに無神論の共産主義の広がりにも
強く反対の声を挙げ、教育の場でも信仰や宗教を排除してはならな
いと声を上げました。「神仏の子である人間の自由を守り抜く」とい
う信念が、多くの米国民の共感を得たと言えます。

バイデン大統領は「民主主義国家 対 専制国
家」の構図を打ち出し、ロシアを中国や北朝鮮、
イランといった “専制国家” の陣営に追いやり、
核戦争の危機を高めました。一方、トランプ氏が

「対中強硬」の閣僚人事を固めたことからも、アメ
リカは今後、中国共産党政権を封じ込める外交
に転換することが予想されます。トランプ氏は、も
し中国が台湾
封鎖を実行す
れば「関税を
最大200%に
引き上げる」と
も牽制しています。そして対中包囲網の形成のた
めに、ロシア‐ウクライナ戦争の停戦をすすめ、
中露分断に動くとみられます。

信仰の大切さを語ったトランプ氏

米民主党の最大の敗因は「経済問題」でした。巨額の政
府支出（バラマキ）を行ったバイデン政権のもとインフレ
が進み、多くのアメリカ人が苦しみました。また気候変動
対策などの規制が企業活動を阻害するハードルとなりま
した。さらに民主党の大
統領候補だったハリス氏
は、インフレを止めるため
に「一定以上の値上げを
禁止する」といった共産
主義的な政策まで掲げて
いました。他方、トランプ
氏は、自由と自助努力か
らの繁栄を目指し、政府
支出の削減や規制緩和、
大幅な減税を訴えました。

対中包囲網への布石自由と自助努力からの繁栄

「アメリカの自由は、
神から与えられた権利なのです」
　　2024年1月22日　ニューハンプシャー州の集会での発言
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大転換するアメリカ政治
日本の未来を拓く
「信仰」ある国づくり
今年11月に行われたアメリカの大統領選挙では、トランプ前大統領がハリス副大統領に圧
勝し、共和党も上院と下院の両方で過半数を獲得するという「三冠」を達成しました。主要メ
ディアによる“接戦 ”の予想を覆し、多くのアメリカ人の心を惹きつけたのは、トランプ氏が繰
り返し訴えた「信仰」と「自助」のメッセージにあります。神仏を敬い、政府からの自由を求めた
アメリカの精神性に、混迷する日本の政治を変革するためのヒントがあります。
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出典：Press Information Bureau,Government of India/PM Modi with Prez Putin
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日本では選挙のたびにバラマキ政策が並び、税金を使
った「合法的買収」が行われます。また本来は「国民
全体への奉仕者」であるはずの政治家が、「裏金問題」
をはじめとする汚職を繰り返しています。さらに中国に
よる日本の領海・領空侵犯や、ウイグル人などへの人
権弾圧に対して、何ら具体的な対策を打つこともでき
ずにいます。こうした政治の混迷は、日本に「神仏へ

の信仰心」が欠け、善悪の判断が失われていることが
背景にあります。自由や民主主義といっても「欲望の
自由」や「神なき民主主義」では、目先の利益ばかり
優先する政治がまかり通ってしまうのです。各人が神
仏の子として目覚め、自助の精神と正義の心を持って
世界をより良くしていくことが、未来の世界を切り拓き、
国民を幸福にする道です。

大川隆法著
幸福の科学出版刊
2,200円（税込）

『なお、一歩を進める』　
厳しい時代を生き抜く「常勝思考の精神」

たとえ、どんなことが起
こっても、いかなる環境
であったとしても、自分
の力で、立ち上がって
いく生き方を。

幸福実現党 編
幸福の科学出版刊
1,540円（税込）

『幸福実現党 立党の原点』
仏国土・地上ユートピアを目指して

なぜ大川隆法総裁は
幸福実現党を立党さ
れたのか。
立党の原点を改めて
振り返る。

「言論チャンネル」
政治や経済、社会保障、国
際関係などの時事問題の
中から気になるテーマを取
り上げながら、
本音の議論を
進めています。
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」
若い世代をはじめ、政治
や経済に関心がない皆さ
まにも幅広く、楽しみなが
ら学べるコン
テンツを提供
します。

バラマキの反作用として、厚生年金の適用拡大などの「隠
れ増税」が続 と々打ち出され、国民負担率は増加の一
途をたどっています。また「働き方改革」や「CO2 排出
量取引制度」をはじめ、民間の経済活動を邪魔する規
制も増えています。経済に活気を取り戻すには、「政府が
余計な仕事をしない」ことが肝要です。公的年金や医
療保険、介護保険といった社会保障の「減量」に取り
組むとともに、無駄な省庁やバラマキ施策、規制などを
無くして「小さな政府」を目指すことが必要です。そして、
いずれは消費税を廃止し、所得が増えても税率の変わら
ない「フラットタックス」の導入を進めるべきです。「努力
する者が報われる社会」こそ繁栄につながります。

無神論国家の中国を封じ込めるためには、信仰
心を持つ国家であるロシアやインドとの協力が欠
かせません。岸田政権以降の日本外交は、バイ
デン政権に追随してロシアを敵に回してきました。
今後は、ロシアとの関係回復と対中包囲に動くト
ランプ政権に歩調を合わせることが大切です。ま
た、日本は台湾有事に対する姿勢を明確化し、「日
本と台湾は運命共同体である」という認識のもと、

「台湾関係法」や「日台同盟」の制定を目指すべ
きです。同時に、アジアの正義と平和を守るため、
憲法九条の抜本的な改正や非核三原則の見直
しも必要です。

自由と民主主義には「信仰」が必要

「大きな政府」で沈む日本
—政府支出の減量を

ロシア敵視ではなく
無神論・中国の包囲を

信念なき日本の政治を変えるには

増え続ける政府支出は亡国への道

出典：Press Information Bureau,Government of India/PM Modi with Prez Putin

中国包囲網の形成には、インドとロシアという二大国の協力が重要。


